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▶  

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ

る
鈴
木
爽
夏
さ
ん

32 人の子どもたちが西会津小学校に入学

ぼくたち わたしたち 新１年生ぼくたち わたしたち 新１年生
　この春、西会津小学校に入学する 32 人の新１年生を紹介します。今年の１年生は、

平成 26 年４月２日から平成 27 年４月１日までに生まれた皆さんです。ご入学おめで

とうございます。 〈問い合わせ先〉　学校教育課　教育総務係　☎４５―２２１６

１町内　髙松　光
ひか

莉
り

さん

４町内　佐々木心
み

紀
き

さん

　　　　佐藤　瑞
みず

希
き

さん

　　　　長谷川　翔
しょう

くん

５町内　伊藤　奏
かな

人
と

くん

７町内　中田　翼
つば

稀
き

くん

９町内１ 青木　俐
り

玖
く

くん

　　　　神田　　葵
あおい

くん

　　　　二瓶　遥
はる

真
ま

さん

９町内２ 薄　　奏
そう

介
すけ

くん

　　　　鈴木　陽
はる

空
く

くん

芝 草 須藤　晴
はる

音
ね

さん

　　　　西田　学
まな

斗
と

くん

西 原 江川　日
ひよ り

和さん
　　　　佐藤　紅

く

蓮
れん

さん

森 野 足立　響
ひび

輝
き

くん

　　　　井上　煌
こう

雅
が

くん

　　　　佐々木奏
そう

太
た

くん

萱 本 五十嵐　潤
じゅん

くん

下小島　伊藤　暖
はる

馬
ま

くん

西 林 五十嵐陽
ひ

織
おり

さん

西林東　長谷沼伶
れ

衣
い

菜
な

さん

さゆりが丘 三留　瑠
る

莉
り

さん

上小島　佐藤　美
み

緒
お

さん

出ヶ原　伊藤　圭
け

未
み

さん

下野尻　塚原　明
みん

音
と

さん

徳 沢 佐藤　結
ゆい

飛
と

くん

高 目 福地　陽
ひな

太
た

くん

滑 沢 佐藤　蓮
れん

信
しん

くん

橋 屋 古川友
とも

乃
の

信
しん

くん

向 原 佐藤　正
しょうえい

英くん
道 目 猪俣　優

ゆう

太
た

くん

町
内
児
童
生
徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
！

功
績
を
た
た
え
教
育
顕
彰
表
彰
式

　

町
教
育
委
員
会
で
は
２
月
26
日
、
西
会
津
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
令
和
２
年
度
町
教
育
顕
彰
表
彰
式

を
開
催
し
、
本
年
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
た
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
（
個
人
表
彰
が
19
人
、
団

体
表
彰
で
は
１
団
体
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
江
添
信
城
教
育
長
が
出
席
し
た
受
賞
者
へ
表
彰
状
を
贈
り
、
薄
友
喜
町
長
、
清
野
佐
一

町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
ま
し
た
。
式
の
最
後
に
は
、表
彰
者
を
代
表
し
、

鈴
木
爽さ

や

夏か

さ
ん
（
喜
多
方
高
２
年
）
が
「
今
後
も
結
果
を
残
し
て
町
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　

文
化
財
の
保
護
に
貢
献

　

故
・
齋
藤
宏こ

う

一い
ち

氏
﹇
３
町
内
﹈

＝
町
文
化
財
調
査
委
員
な
ら
び
に

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
を
16
年

４
カ
月
務
め
、
町
の
文
化
財
の
保

護
に
尽
力

１
　
　

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、
競
技
会
等

で
活
躍
し
た
児
童
生
徒（
個
人
）

﹇
敬
称
略
﹈

西
会
津
小
４
年
＝
眞
部
煌こ

う

﹇
芝

草
﹈
令
和
２
年
度
福
島
県
火
災
予

防
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

２

小
学
生
高
学
年
部
門
（
優
秀
賞
）、

目
黒
心し

温お
ん

﹇
牛
尾
﹈
Ｉ
Ｂ
Ｋ
Ｏ
全

日
本
空
手
道
選
手
権
予
選
大
会
お

よ
び
福
島
県
錬
成
大
会
小
学
４
年

男
子
の
部
（
第
３
位
）

西
会
津
小
６
年
＝
鈴
木
果か

恋れ
ん

﹇
森
野
﹈
第
70
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
小
学

生
の
部（
優
秀
賞
）、大
槻
茉ま

紘ひ
ろ﹇

７

町
内
﹈
第
74
回
福
島
県
下
小
・
中

学
校
音
楽
祭
第
３
部
創
作
小
学
校

の
部
（
銅
賞
）

西
会
津
中
１
年
＝
清
野
結ゆ

菜な

﹇
堀
越
﹈
福
島
県
中
学
校
生
徒
造

形
作
品
秀
作
審
査
会
平
面
絵
画
の

部
（
特
選
）、渡
部
咲さ

り

衣い

﹇
上
小
島
﹈

福
島
県
中
学
校
生
徒
造
形
作
品
秀

作
審
査
会
平
面
絵
画
の
部
（
特

選
）西

会
津
中
２
年
＝
折
笠
遥は

る

南な

﹇
５
町
内
﹈
福
島
県
中
学
校
生
徒

造
形
作
品
秀
作
審
査
会
立
体
彫
刻

の
部
（
特
選
）、
伊
藤
詩し

野の

﹇
６

町
内
﹈
福
島
県
中
学
校
生
徒
造
形

作
品
秀
作
審
査
会
立
体
彫
刻
の
部

（
特
選
）

　

西
会
津
中
３
年
＝
岩
原
遥は

る

音と

﹇
さ
ゆ
り
が
丘
﹈
福
島
県
中
学
校

生
徒
造
形
作
品
秀
作
審
査
会
平
面

絵
画
の
部
（
特
選
）、
渡
部
紫し

音お
ん

﹇
芝
草
﹈
福
島
県
中
学
校
生
徒
造

形
作
品
秀
作
審
査
会
平
面
絵
画
の

部
（
特
選
）

　

会
津
学
鳳
高
１
年
＝
三
留
拓た

く

真ま

﹇
西
平
﹈
第
40
回
福
島
県
高
等
学

校
選
抜
剣
道
優
勝
大
会
男
子
団
体

（
第
３
位
）

　

会
津
若
松
ザ
ベ
リ
オ
学
園
高
１

年
＝
長
谷
川
姫ひ

菜な

﹇
西
原
﹈
第
60

回
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大

会
陸
上
競
技
大
会
女
子
や
り
投
げ

（
第
７
位
）

　

会
津
高
２
年
＝
伊
藤
大た

い

河が

﹇
６

町
内
﹈
第
60
回
福
島
県
高
等
学
校

新
人
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
男

子
５
０
０
０
㍍
（
第
４
位
）

　

会
津
学
鳳
高
２
年
＝
外
島
央ひ

ろ

﹇
下
野
尻
﹈
第
25
回
東
北
高
等
学

校
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
女

子
走
幅
跳
び
（
第
３
位
）、
貝
沼

希の
ぞ

実み

﹇
上
野
尻
﹈
日
学
・
黒
板
ア
ー

ト
甲
子
園
２
０
２
０
（
優
秀
賞
・

　
　

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、
競
技
会
等

で
活
躍
し
た
児
童
生
徒（
団
体
）

　

に
し
あ
い
づ
Ｊ
Ｖ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
＝
第
43
回
福
島
県
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
女
子
の

部
（
準
優
勝
）

３ 全
国
２
位
）

　

喜
多
方
高
２
年
＝
鈴
木
爽さ

や

夏か

﹇
森
野
﹈
第
35
回
東
北
高
等
学
校

選
抜
ボ
ー
ト
大
会
女
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
（
優
勝
）

　

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
２
年
＝

三
留
綾あ

や

華か

﹇
西
平
﹈
令
和
２
年
度

福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

剣
道
競
技
女
子
団
体
（
優
勝
）
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▲  役場分庁舎前に設置した新型コロナウイル▲  役場分庁舎前に設置した新型コロナウイル
スワクチン接種相談窓口スワクチン接種相談窓口

　

３
月
５
日
か
ら
16
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
３
年
第
３
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
２
年
度
補
正
予
算
、

令
和
３
年
度
予
算
な
ど
議
案
23
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主

要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
23
件
を
審
議
・
可
決

３
月
町
議
会
定
例
会
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

◆  

町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
条
例
の

一
部
改
正
＝
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

利
用
増
進
に
向
け
た
使
用
料
の

見
直
し
に
伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
令
和

４
年
・
５
年
度
の
軽
自
動
車
税

に
係
る
規
定
に
つ
い
て
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の

改
正

◆ 

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

＝
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
定
め
る
第
一
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
や
、
低
所
得
者
の

軽
減
強
化
に
係
る
特
例
措
置
を

設
定
す
る
所
要
の
改
正

◆ 

町
下
水
道
排
水
設
備
工
事
費
貸

付
基
金
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
廃
止
＝
所
期
の
目

的
を
達
成
し
た
こ
と
に
よ
る
条

例
の
廃
止

◆ 

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
13
次
）
＝
事
業
費
確
定

や
既
定
予
算
の
最
終
的
な
整
理

な
ど
４
９
４
万
９
千
円
を
増
額

◆  

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
14
次
）
＝
除
雪
事
業
に

係
る
経
費
１
１
９
８
万
２
千
円

を
増
額

◆ 

令
和
２
年
度
特
別
会
計
補
正
予

算
（
後
期
高
齢
者
医
療
・
国
民

健
康
保
険
・
介
護
保
険
特
別
会

計
、
水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
）

＝
各
会
計
に
お
い
て
、
補
助
事

業
な
ど
の
事
業
費
確
定
や
既
定

予
算
の
最
終
的
な
整
理
等
を
行

う
補
正

◆ 

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
＝

総
額
59
億
１
５
０
０
万
円
（
対

前
年
度
比
３
億
８
０
０
万
円
、

４
・
９
㌫
の
減
）

◆ 

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
次
）
＝
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
第
３
次
分

に
係
る
関
係
事
業
費
や
ワ
ク

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策 

―
―

　

町
で
は
、
２
月
12
日
に
町
対
策

本
部
会
議
を
開
催
し
、
県
が
こ
れ

ま
で
の
緊
急
対
策
を
重
点
対
策
に

切
り
替
え
た
こ
と
に
伴
い
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の

県
の
緊
急
対
策
に
合
わ
せ
て
町
が

実
施
し
て
い
た
公
共
施
設
の
利
用

制
限
に
つ
い
て
、
重
点
対
策
期
間

で
あ
る
３
月
７
日
ま
で
の
間
、
さ

ゆ
り
公
園
体
育
館
の
町
外
団
体
の

利
用
制
限
と
屋
内
プ
ー
ル
の
町
外

利
用
者
へ
の
利
用
自
粛
の
継
続
を

決
定
し
ま
し
た
。併
せ
て
、町
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
り
、
引
き
続
き

緊
急
事
態
宣
言
対
象
地
域
と
の
不

要
・
不
急
の
往
来
の
自
粛
要
請

や
、
感
染
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い

な
い
酒
類
の
提
供
を
行
う
飲
食
店

な
ど
の
利
用
を
控
え
る
こ
と
、
感

染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
５
つ
の
場

面
」
を
意
識
し
た
慎
重
な
行
動
の

お
願
い
を
放
送
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
町
内
の
感
染
拡
大

防
止
を
図
る
た
め
「
新
し
い
生
活

様
式
の
実
践
」
と
「
３
密
の
回

避
」、「
マ
ス
ク
の
着
用
」
や
「
小

ま
め
な
手
洗
い
」、「
身
体
的
距
離

の
確
保
」
な
ど
の
基
本
的
な
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
、
町

民
の
皆
さ
ん
へ
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種 

―
―

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
２
月
に

地
区
の
保
健
指
導
員
を
通
し
て
、

町
内
の
16
歳
以
上
の
全
町
民
に
対

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
希
望
の
有

無
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
以
降
か
ら
始
ま
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
迅
速
か
つ
適
切

に
実
施
す
る
た
め
、
２
月
22
日
付

け
で
「
西
会
津
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
チ
ー
ム

は
、
副
町
長
を
総
括
と
し
、
健
康

増
進
課
と
西
会
津
診
療
所
の
職
員

な
ど
で
構
成
し
ま
す
。
同
チ
ー
ム

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
計
画
の
策

定
や
ク
ー
ポ
ン
券
の
送
付
、
相
談

や
予
約
の
受
付
、
接
種
会
場
の
運

営
、
関
係
機
関
と
の
調
整
、
接
種

記
録
の
管
理
な
ど
の
業
務
を
行
い

ま
す
。

西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
の

策
定 

―
―

　

本
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

昨
年
10
月
１
日
付
け
で
町
デ
ジ
タ

ル
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
し

た
公
立
大
学
法
人
会
津
大
学
の
藤

井
靖
史
客
員
准
教
授
よ
り
助
言
・

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
町
民
、
中

学
生
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
職
員
研
修
を
開

催
し
、
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
な
ど
を
反
映
し
、
策

定
作
業
を
進
め
、
基
本
理
念
・
ビ

ジ
ョ
ン
と
６
つ
の
戦
略
か
ら
成
る

「
西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
は
、
新

た
に
、最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者（
Ｃ

Ｄ
Ｏ
）
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

企
画
情
報
課
内
に
デ
ジ
タ
ル
戦
略

室
を
組
織
し
ま
す
。
併
せ
て
西
会

津
町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進
本
部
を

立
ち
上
げ
、
町
の
デ
ジ
タ
ル
施
策

お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
業
務
改
革
を
総
合
的
か
つ
効
果

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

株
式
会
社
ア
ド
レ
ス
と
の
連
携
・

協
力
に
関
す
る
協
定
の
締
結 

―
―

　

地
方
へ
の
移
住
や
、
都
市
部
の

仕
事
を
地
方
で
し
た
い
と
い
っ
た

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景

に
、
日
本
各
地
の
登
録
物
件
に
会

員
が
定
額
で
住
め
る
「
多
拠
点
居

住
の
住
ま
い
の
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ

ス
」
を
展
開
す
る
株
式
会
社
ア
ド

レ
ス
と
、
町
内
の
空
き
家
な
ど
遊

休
資
産
の
有
効
活
用
や
、
関
係
人

口
の
増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

目
的
に
、
連
携
・
協
力
に
関
す
る

協
定
を
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、今
後
は
、

多
拠
点
居
住
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
、
関
係
人
口
の
増
加
は

も
と
よ
り
、
空
き
家
利
活
用
の
促

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業 

―
―

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
な
ど
の
７
つ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
活
用
や
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
と
ご
支

援
を
お
願
い
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
結
果
、
令
和
３

年
２
月
28
日
現
在
で
５
６
７
８

件
、
１
億
５
６
０
５
万
８
千
円

の
寄
付
額
と
な
り
、
昨
年
度

と
比
較
す
る
と
３
８
８
７
件
、

１
億
２
９
４
７
万
４
千
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

西
会
津
産
米
の
販
売
促
進

活
動 

―
―

　

令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
の

販
売
促
進
活
動
は
自
粛
し
て
き
ま

し
た
が
、
昨
年
11
月
18
日
に
、
平

成
27
年
産
米
か
ら
「
西
会
津
げ
ん

き
米
」
の
取
引
を
し
て
い
る
「
コ
ー

プ
き
ん
き
」
が
産
地
訪
問
で
来
町

し
、
家
庭
内
で
の
消
費
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
さ
ら

な
る
取
扱
量
の
拡
大
に
向
け
連
携
・

協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
事
業
に
お
い
て
、
前
年

度
に
増
し
て
米
の
取
扱
量
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
西
会
津
産
米
の
消

費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
産
米
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
天
候
不
順
に
よ
る
品
質

の
低
下
が
見
ら
れ
る
中
、
会
津
よ

つ
ば
農
協
へ
の
出
荷
状
況
で
は
、

本
町
の
一
等
米
比
率
は
95
・
８

㌫
、
ま
た
、
食
味
計
で
測
定
し
た

全
件
数
の
平
均
値
は
81
点
と
大
変

高
い
値
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
菌
床
キ
ノ
コ
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生

産
者
が
加
盟
す
る
協
議
会
の
品
評

会
で
、町
内
に
事
業
所
を
置
く「
西

会
津
し
い
た
け
フ
ァ
ー
ム
」
が
６

年
連
続
の
金
賞
を
受
賞
し
、
西
会

津
産
シ
イ
タ
ケ
の
品
質
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

会
津
地
域
鳥
獣
被
害
防
止
広
域
対

策
推
進
協
議
会
の
設
立 

―
―

　

全
国
的
に
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

地
・
農
作
物
へ
の
被
害
が
拡
大
す

る
中
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
イ
ノ
シ

シ
な
ど
を
捕
獲
す
る
際
に
使
用
す

る
ラ
イ
フ
ル
・
ス
ラ
ッ
グ
弾
の
射

撃
場
が
会
津
地
方
に
な
い
こ
と
か

ら
、
会
津
地
方
振
興
局
と
管
内
13

市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
会
津
地
域

課
題
解
決
連
携
推
進
会
議
に
お
い

て
、
捕
獲
活
動
の
安
全
確
保
と
体

制
強
化
を
図
る
た
め
射
撃
場
施
設

整
備
に
向
け
た
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
今
回
、
13
市
町
村
の
連

携
に
よ
り
整
備
を
進
め
る
旨
の
合

意
形
成
が
図
ら
れ
、
事
業
主
体
と

な
る
本
協
議
会
を
２
月
５
日
に
設

立
し
、
令
和
４
年
度
の
施
設
整
備

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
２
月
28
日
現

在
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
件
数

は
、
ク
マ
87
頭
、
サ
ル
87
頭
、
イ

ノ
シ
シ
86
頭
で
、
今
後
も
継
続
し

た
捕
獲
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

チ
ン
接
種
事
業
に
係
る
経
費

９
７
１
１
万
５
千
円
を
増
額

◆ 
令
和
３
年
度
特
別
会
計
等
予
算

＝
工
業
団
地
造
成
事
業
・
住
宅

団
地
造
成
事
業
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
特
別
会
計
、
水
道
・
下
水

道
事
業
会
計

◆ 

令
和
３
年
度
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

次
）
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
第
３
次
分
に
係
る
事
業
費

１
０
４
３
万
１
千
円
を
増
額

◆ 

町
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
・
第
９
期
高
齢
者
福
祉
計
画

の
策
定

◆ 

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
規
約
の
変
更
＝
組
合
事
務
所

の
移
転
に
伴
う
変
更
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

西会津地域活性化協議会 農林産物等集荷・買い物支援部会 活動報告

ミネラル野菜普及会を対象にスマートフォン講習会ミネラル野菜普及会を対象にスマートフォン講習会
　西会津地域活性化協議会・農林産物等集荷・買い物支援部

会では、農林水産省の補助事業「農山漁村振興交付金」を活

用し、農家の高齢化が進む中、円滑な農林産物の集荷および

買い物の支援体制づくりを検討しています。

　２月 18日には、実証実験の一環でミネラル野菜普及会役員

を対象にＩＣＴを活用したネットワークづくりを目的として、

株式会社ＮＴＴドコモの協力の下、スマートフォン講習会を

開催しました。同普及会の役員の皆さんは、ＮＴＴドコモが

準備したスマートフォンを使って、カメラや地図アプリ、コ

ミュニケーションツールアプリの操作方法を学びました。

年々増加する鳥獣被害の現状を伝える

有害鳥獣対策活動成果報告会有害鳥獣対策活動成果報告会
　町では、町内各地でイノシシ、ニホンザル、ツキノワグマ

による農作物などへの被害が増えており、その現状と効果的

な対策について情報を共有するため、西会津地域活性化協議

会と共催で、２月 27 日に「有害鳥獣対策活動成果報告会」

を開催しました。

　報告会ではまず、町農林振興課職員が平成 27 年度からの

有害鳥獣被害の現状について、年々、被害額や被害面積が増

加している状況を報告しました。続いて、鳥獣被害対策専門

　参加者の中には、初めてスマートフォンを触る人もいましたが、意欲的に研修を受けていました。今後

は専門員への相談や栽培指導、情報の共有など営農活動に活用できないかを検討していきます。

第 11回地域再生大賞で北海道・東北ブロック賞に輝く

一般社団法人ＢＯＯＴが受賞一般社団法人ＢＯＯＴが受賞
　西会津国際芸術村の運営を受託している一般社団法人ＢＯＯＴ

が第 11 回地域再生大賞で北海道・東北ブロック賞に輝きました。

表彰式は２月 16 日に西会津国際芸術村で行われ、矢部佳宏代表

理事（写真左）に福島民報社の五十嵐稔会津若松支社長（写真右）

から表彰状などが伝達されました。

　一般社団法人ＢＯＯＴは、西会津国際芸術村を拠点に、滞在アー

ティストによるイベントの運営のほか、移住や二地域居住を希望

する人への支援、創業支援、起業家育成などに取り組んでいます。
◆地域再生大賞とは
　全国の地方新聞 46 紙と共同通信社が、地元に活気をもたらし、全国のモデルとなる活動に取り組む団

体を表彰しようと平成22年度に創設しました。今年度は、全国各紙から推薦された50団体の中から、大賞、

準大賞などが選ばれました。ブロック賞は上位４番目相当の賞となります。

まちづくりのための大切な１票です

町長選挙の日程が決まりました町長選挙の日程が決まりました
　本年８月４日の任期満了に伴う町長選挙の日程

が、３月１日に開催された町選挙管理委員会で決

定しました。

　投票時間などの具体的な内容については、６月

に開催される選挙管理委員会で決定します。

◆告示日  ７月 13 日（火） 

◆投票日 ７月 18 日（日） 

〈問い合わせ先〉　町選挙管理委員会　☎４５―２２１１

忘れずに投票忘れずに投票
しましょう！しましょう！

よりよい運行にご協力お願いします

デマンドバスの料金が変わりますデマンドバスの料金が変わります
　４月１日より、デマンドバスの料金が次の内容に変更となります。

４月以降の利用の際はご注意ください。

◆変更点
　①町外者料金「大人」「小人・70 歳以上」の金額を変更

　② 未登録・当日予約者料金のうち、「小人・70 歳以上」の金額を変更

　③ 利用者に「手回品」の料金を新たに設定（シニアカーなど介護用品を除く）

　　手回品料金が発生する基準（下記のいずれかに該当するもの）
　　・重量：10㌔以上 30㌔以内

　　・大きさ：0.027 立方㍍以上 0.25 立方㍍以内

　　・長さ：１㍍以上２㍍以内

◆デマンドバス利用料金表（令和３年４月１日より）　　※赤字の部分が変更箇所です。

区　　　分
登録済者で
前日までに予約

未登録者・
当日予約

町外者

大人（中学生から 69 歳まで） ２００円 ３００円 ３００円

小人（小学生）・70 歳以上 １００円 １５０円 １５０円

　　 手
て

回
まわり

品
ひん

１００円 １５０円 １５０円

問い合わせ先

町 民 税 務 課
町 民 生 活 係
☎４５―２２１５

新

員からは、町や自治区で取り組んでいるわなや電気柵、鳥獣の生態を確認するセンサーカメラ設置による

対策のほか、集落周辺への出没を抑制するために里山林を間伐するなどを行ったことを報告しました。

　最後には質疑応答が行われ、参加者の皆さんからは有害鳥獣対策に関する質問や要望などがあげられ、

有意義な報告会となりました。

≪具体例≫
  登山用リュック など
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町からのお知らせ ニュース＆

　ロゴを作るにあたって、何回もヒアリング

を行わせていただきました。ともに悩み、と

もに考えたこのロゴは広報紙担当の秦さんと

二人三脚で作ったロゴだと思っています。『西

会津のいいところは人の温かさです』と秦さ

んは話していました。そんな、温かいロゴに

なったと思っています。

　大阪府出身。フリーラ

ンスのデザイナー。大阪

と京都を拠点に活動中。

ロゴなどのデザイン制作

だけでなく、販促企画な

どにも携わる。
森倉ヒロキ さん

プロフィール制作者より

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

これからも町の話題やニュースをお届けします

広報にしあいづのロゴが新しくなりました！広報にしあいづのロゴが新しくなりました！
　昭和 30 年６月に町公民館が発行した「公民館報」

を前身とし、昭和 32 年４月から発行している「広

報にしあいづ」は、今月号で７５０号を迎えました。

この節目にあたり、表紙に使われている題字のロゴ

を新しくしました。

　ロゴの作成は、地域おこし協力隊でコピーライ

ターとしても活動している西道紗恵さんの紹介で、

大阪・京都を拠点に活動しているデザイナーの森倉

◆ロゴに込められた思い
　「みんなに優しく、みんなに愛される広報

紙」をコンセプトに、平仮名の持つ丸みの

ある優しさ、温かさに着目して制作しまし

た。平仮名を使うことで、子どもから高齢

者まで全世代の町民の皆さんに読んでもら

えるようにとの願いが込められています。

　また、既存のフォント（書体）ではなく

手描きしたものを加工し、町名の「にしあ

いづ」にある「あい（＝愛）」を目立つよう

に各号ごとに配色を行います。

ヒロキさんに依頼しました。京都府在住の森倉さん

とは、オンラインでの打合せを重ね、町の自然や文

化、広報にしあいづのことなどを知ってもらった上

で、ロゴ案を作成してもらいました。

　今回の新しいロゴでは、これまでのローマ字から

平仮名に変更し、題字が一目で分かるように読みや

すさを重視しました。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　情報政策係　☎４５－４５３６
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